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１ 教育目標                            ２ 重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己評価結果                                          

分野 

領域 
評価項目 幼稚園の取組状況・改善の方策 

教
育
課
程 

一人一人が遊

び込める幼稚

園 

 

幼児の気付きを捉え、興味や関心を広げて試した

り、工夫したりできるよう援助することで、一人一

人の遊び込む姿につながった。また、体づくりや異

年齢のかかわりも、教師間で話し合いながら進め

ることができた。SDGs を意識した保育を進めよう

とすることもできた。 

子
育
て
支
援 

親と子の交流

や育ちの場と

しての役割、

機能の充実 

 

2 歳児保育体験「すくすく」を実施することで、次

に会う機会を楽しみにする3歳児の姿が見られた。

また、未就園児交流として実施した「夏まつり」

は、保護者同士の出会いや交流の場となった。 

来年度の園庭開放は、午前中実施に変更となるた

め、園庭遊びを存分に楽しめる機会にしたい。 

学
校
園
所
連
携 

保幼小中連携

の推進と小学

校との円滑な

接続をめざし

た取り組みの

推進 

 

交流を通して、小学生の優しさに触れ、就学への期

待が高まった。 

八景中学校区学校園の参観、担当者会での意見交

換、研究会への参加等を通して、地域の子どもを共

に支える職員連携につながった。 

来年度は、松が丘小学校区の架け橋カリキュラム

作りにも着手する予定である。 

特
別
支
援
教
育 

一人一人に応

じた支援の充

実 

 

個々の発達や特性等を職員間で共通理解しなが

ら、一人一人に応じた支援に努めた。また、安全面

での十分な配慮、保護者や関係機関との連携にも

努め、個々の成長発達や安心できる生活につなが

るようにした。小学校や次年度にも丁寧に引き継

いでいく必要を感じる。 

  

５ 総合的な評価結果              ６ 総合的な学校関係者評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『元気な子・心豊かな子・たくましい子』 

・自己を発揮し、のびのびと活動する子を育む 

・友達と思いを伝え合い、心を通わせて遊ぶ子を

育む 

・自ら考え、工夫し、挑戦しようとする子を育む 

「一人一人が遊び込める幼稚園をめざして」 

～試行錯誤するための援助や環境構成の工夫～ 

３歳児 安心して園生活を過ごし、自分のしたい遊びを存分に楽

しむ 

４歳児 一人一人が自分なりに思いを出し、友達と一緒に遊ぶ楽 

しさを味わう 

５歳児 友達と試したり、工夫したりしながら、意欲的に遊んだ

り、取り組んだりすることを楽しむ  

４ 学校関係者評価 

幼児の「やりたい」思いを大切にし、その

実現に向けて支える援助ができていた。

わくわく体操を継続している中で、体幹

の育ちの大切さを感じている。3 歳児と

4,5 歳児のかかわり方の工夫を期待する。 

2 歳児保育体験「すくすく」は、幼稚園に

親しみを感じ、入園への期待感につなが

った。3 歳児保育室での活動をもう少し取

り入れ、園生活を実際に体験できる場を

設けることも有効だと感じる。 

様々な交流活動が入学への期待や安心感

につながっている。今後も、子どもたちが

行き来しやすい立地条件を生かし、また、

その点を本園の強みとし、今後も連携を

深めていくことを期待する。 

様々な遊びや行事の中で、一人一人の違

いを認め合いながら、保育が進められて

いる。生活発表会では、様々な個性を活か

して、1 つの物を作りあげようとする姿も

見られ、個々の成長を感じた。 

 

一人一人が遊び込める幼稚園を目指し、職員が協力して教

育を推進することができた。幼児の試行錯誤する姿を細か

く分類して捉えたことで、よりよい援助や幼児理解につな

がったと考える。 

幼児達の未来を支える SDGs に、1 年を通して取り組んだこ

とは、教師の意識の変化や向上につながった。学んだことを

保育の中で十分に活かしていこうと思う。 

また、様々な場面で教師の共通理解や連携の重要性を感じ

ているので、今後も引き続き、体制を強化していきたい。 

幼児が興味や関心をもったことから、考えたり、友達

と協力したりしながら、試行錯誤して遊ぶ姿が見られ

た。 

体づくりにも力を入れていることが、日頃の遊びや行

事の中で感じとられ、その成果が幼児の立ち方等にも

表れてきている。今後も、継続して取り組んでほしい。 

幼児が自分たちの生活の中で、地球のための取り組み

を進められることは、とても良いと思うので、自然な

形で身についていくことを期待する。 


